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Abstract

Today’s,Leadershipandtheoryoforganizationhasbeenhighlightedinvariousareawhicharebusiness,education,
sportsandothergeneralfields.JobSatisfactionisoneimportantelementforteam management,andconcerningto
team&member’smorale,performance,memberssatisfaction.Sportsciencearea,itisexpectedthatJobSatisfaction
forplayerswouldbedefinedandclarified.Furthermore,thosefunctionwouldbeexaminedandactualized.Thepurpose
ofthestudyistoconstructiontheJobSatisfactionforcollegesportsclubMembersandspecificcontent.Thisstudy
employedaspeciallydesignedquestionnaire,whichareconsistedofdemographics(affiliationteam&block,academic
year,skilllevel,andinfluencedleveloftheirleaders),JobSatisfaction,andmembers’satisfactionitems.Thesample
populationincludedmembersforathleticteamA(n-137),B(n-112)inJapanWomen’sCollegeofPhysicalEducation.
Multivarietystatisticalproceduressuchasfactoranalysis,regressions,andadequatestatisticaltest(ANOVA,Ryan
Method,andT-test)wereapplied.Thefollowingresultswereobtained:
1.Original5factorsforJobSatisfactionand2factorsforteammembers’satisfactionwereidentified.
2.SpecificfunctionofJobSatisfactionformember’speculiarity.
3.CharacteristicoperationofJobSatisfactionaccordingtomembers’satisfaction,andeachorganizationalconditions.

job satisfaction, member’s satisfaction, college sports club

Ⅰ 研究の背景・目的

勝敗や記録の向上を最大の目的とする大学の運動部

の強化・活性化のためには，各種目の高度なコーチン

グとともに，部員の士気を高めるためのリーダーシッ

プをはじめとする組織論的な働きかけが不可欠であ

る．とくに，共通の目標や目的に向かって日々トレー

ニング活動に励む競技を志向する運動部という集団で

は，そこでのプレーやゲームを実践する主体としての

各部員の能動性を引き出す働きかけや，部全体の活性

化に機能するしくみづくりが重要である．

集団や組織のしくみづくり関わる研究は，基本的に

は組織形態論と組織機能論に大別される．前者は，官

僚制組織やスタッフ組織，あるいはファンクショナル

組織などのように，組織の形態がどのような状況で有

効に機能するかという形態追求的なアプローチとな

る．一方，後者は組織をどのようにリードし，いかに

して対象の組織を最大限に機能させるかという機能追

求的なアプローチとなる．

運動部というスポーツ組織・集団に対しては，形態

論的なアプローチよりも，むしろ機能論的なアプロー

チが多く試みられており，いかにして部員のモチベー

ションを高めて，現有のマンパワーを引き出すかに関

心が寄せられてきた経緯がある．そのような状況は，

運動部員に対して監督やコーチをはじめとする組織・

集団のリーダーがどのような行動をとることが，運動

部の成果につながるのかという切実な課題から，多く

のリーダーシップ研究に至っている．

運動部のリーダーシップ研究は，藤田（1980）の研

究を皮切りにして，三隅(1966)のPM理論による「仕

事」と「人間」の２つの次元でリーダーの行動を捉え

ることから，進展している．その後，各領域のリーダー

シップを取り巻く状況要因の重要性が指摘されるよう

になり，対象集団の特性や状況に応じて依存する「状

況適応理論」が注目され，普遍化された一般集団のリー

ダーシップ論から，対象集団に固有・個別な具体的な

リーダーシップ研究が展開され始めている．たとえば，

スポーツ科学の分野においてはChelladuari(1988)の

スポーツ集団に固有なスポーツ・リーダーシップの研

究をはじめ，日本のスポーツ集団に固有な部員のモ

125

１)日本女子体育大学（陸上競技部コーチ）
２)日本女子体育大学（教授）



ラールやマチュリティとの関係を検討した鶴山ら

（1996）の研究，大学女子陸上競技部における監督・コー

チのリーダーシップ行動を具体化した杉山ら（1998）

の研究のように，スポーツ集団固有のリーダーシップ

が，集団及び部員特性に応じて特徴的に機能すること

が報告されている．

また，最近の文部省調査報告（1997）では，部員の

意見が反映される運動部ほど有意に活性化されている

という結果も報告されていることから，部や部員の状

況に応じた動機づけのしくみの解明と，そのしくみを

応用した指導が強く求められているのが現状である．

一方，そのような集団や組織の活性化や効率化をめ

ぐる，他者であるリーダー等の働きかけのあり方とと

もに，活動の主体である組織成員自らの能動性の追及

も重要な課題となっている．いわゆるフォロアーの自

主的・自発的な行動がどのようなメカニズムで生成さ

れ，目標に対して機能していくかという，より基礎的

な組織論課題である．ハーズ・バーグ（1978）は，企

業組織に対する研究による従業員満足の構造を「動機

付け＝衛生理論」（二要因説）で明らかにし，職務の内

容と環境を含めた，より広義なJobSatisfactionの概

念と分析方法を提示している．

スポーツの分野においても，近年そのようなJob

Satisfactionの概念を具体化し，モチベーション-環境

条件追求の視点による研究が展開されはじめている．

たとえば，Ogasawara,E（1997）は，全米大学スポー

ツ連盟（NCAA）における各ディビジョンのコーチの

職務満足をスケール化し，重要なファクターを解明し

ている．また，江口（1999）は，そのようなJobSatisfac-

tionの概念を実践的に拡張して，運動部員の部員満足

に関する研究に適用している．

すなわち，運動部員は，単なる部内での役割や部の

運営上の職務だけではなく，個人個人が運動部に所属

し，さまざまに活動する主体であるという認識が成立

する．部員は，部における多くの関わりをとおして，

さまざまな満足を獲得するという事実は，まさにJob

Satisfactionの概念に整合するものである．また，その

ような運動部員のJobSatisfactionは，単なる部員の

満足を記述することに留めず，基本的なリーダーシッ

プをはじめとする組織・集団のマネジメントと関連づ

ける視点が重要であると えられる．

本研究は，これまでの運動部の組織研究の経緯およ

び実情をふまえて，運動部員の活動を動機づける複数

の満足を「職務満足＝JobSatisfaction」とし，実際の

運動部員における「職務満足」の構造と，具体的な内

容を明らかにしようとするものである．また，そのよ

うな部員の「職務満足」が，競技種目や選手レベルな

どの集団特性の差異および部員の「指導に対する満足

度」と「成果・結果に対する満足度」などの部員の所

属満足との関係において，どのように機能するかを基

礎的に検討することを目的とする．

Ⅱ 研究の方法

調査項目は，個人の条件〔所属運動部，所属部内小

集団(ブロック)，学年，役割，選手レベル，最高戦績，

指導者から受ける影響度・５段階スケール〕，「職務満

足」，満足度の３つの観点で捉えた．

本研究の中心となる「職務満足」の項目設定は，表

１に示すとおり，先行研究であるハーズ・バーグの「動

機づけ要因」を基本に，達成・承認・活動・仲間・部

の方針・規則・組織的行動・対人関係・活動条件の視

点で構成し，19項目設定した．部員の満足度は，杉山

らの「リーダーシップに対する満足度」と「結果に対

する満足度」の２因子から項目を選択した．これらの

項目を因子分析し，抽出された因子の妥当性及び構造

を検討するとともに，各因子スコアを関連の変数と比

較分析・ 察を行った．

調査は，1999年７月，日本女子体育大学の運動部員

397名を対象として実施した．回収した350名（回収率：

88.2%）のうち，本研究において比較分析に用いたの

は表２に示すとおり，ともに伝統的競技レベルの高い

個人競技A部員137名とチーム系B部員112名であっ

た．

Ⅲ 結果と 察

１)対象者の特性

比較分析に用いた個人競技A部とチーム系B部の

特性は，表３に示している．A部は，競技種目別に分

かれているAAブロック，ABブロック，ACブロッ

ク，ATブロックから構成される．競技力の比率は，一

般選手が過半数以上を占め，公式試合に出場している

正選手と，そうでない一般選手にわかれている．部の

戦績は，調査前年(1998)，関東インターカレッジ３位，

全日本インターカレッジ４位．調査後(1999)，関東イ

ンターカレッジ５位の競技レベルの高い伝統的な競技

部であり，各ブロックの指導にあたる監督･コーチはそ
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れぞれ異なっている．

球技系B部も，関東・全日本インターカレッジ上位

の競技レベルの高い伝統的な運動部の一つであり，一

軍，二軍といった技能レベル別，選手と審判といった

役割別に分かれるブロックで構成されている．公式試

合で起用されるレギュラー選手が限られているため，

正選手の割合が低くなっている．またB部において

も，各ブロックの指導者は，A部同様に異なっている．

２)「職務満足」項目に対する基礎的反応

表４は，A部員とB部員の「職務満足」19項目の基

本統計を示したものである．A部員において高い値を

示したのは，「部活に関わる出費はやむをえない」，「自

分の目標に向かって日々努力している」，「勝敗・記録

向上のために努力している」の項目で，チームに所属

するうえで必要な条件に納得していることや，自分が

目標に向かって日々努力していることに対して満足し

ていることを示している．また，「上下関係がうまく

いっている」，「自分はチームの戦力となっている」，「自

分の目標を達成している」，「自分の競技成績や記録が

向上している」などが低い値を示し，組織特有の人間

関係，自己のチームへの貢献度や目標達成度及び，記

表１ 調査項目

表２ 調査対象

表３ 対象者のデモグラフィック
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録向上に関する満足が低いことも示している．

B部の場合は，「自分の目標に向かって日々努力して

いる」や「上下関係がうまくいっている」の項目のス

コアが高く，「今ある部則に納得している」の項目が低

い反応を示した．A部とB部のそれぞれの部員による

職務満足の傾向が，部によって異なる結果が示された．

さらに，クラブ間で有意差が見られた「職務満足」

項目では，「部活に関わる出費はやむを得ないと思う」

以外は，A部よりもB部の部員の満足が高いという結

果であった．それらは，「自分の目標を達成している」，

「コーチとの関係がうまくいっている」，「上下関係がう

まくいっている」などの項目で，現状ではA部よりも

B部の部員の満足が高い傾向にあった．しかし，競技

種目の特性や競技形態を 慮すると，「チームの目標を

達成している」や「チームにとって戦力となっている」

の項目は，チームスポーツ固有の要因であり，チーム

スポーツ系種目であるB部の部員の満足が高くなる

のは種目特性をも含む結果であると える．

３)「職務満足」の因子構造

表５に示したのは，本研究で設定した「職務満足」

19項目を，主因子法によって抽出された各因子の固有

値1.0以上を基準にして因子を決定した結果である．５

因子が抽出され，因子の単純構造を得るためにNor-

表４ 職務満足の基本統計

表５ 「職務満足」の因子構造
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mal-Varimax法による直交回転を施し，因子負荷量

0.500以上の項目を取り上げて因子の解釈・命名を行っ

た．

第１因子に高い負荷量を示した項目は，「自分の目標

を達成している」，「自分の競技成績や記録が向上して

いる」，「チームの目標を達成している」の『F1：目標

達成への満足』，第２因子は，「上下関係がうまくいて

いる」や「部則に納得している」などの『F2：制度に

対する納得』，第３因子は，「勝敗・記録向上のために

努力している」や「自主練を良くする」などの『F3：

自己努力』，第４因子は，「栄養に気配りしている」，「目

標に向かい日々努力している」の『F4：節制』であっ

た．第５因子は，「自分は信頼されている存在だと思う」

や「クラブ運営をするにあたり必要な存在である」な

どの『F5：存在意識』とそれぞれ因子の解釈・命名を

行なった．

また，「生活のリズムが確立されている」，「リフレッ

シュ出来るよう工夫している」など，負荷量の低い項

目や複合的に高い因子負荷量を示した４項目は除外

し，また当初に設定した項目のうち，複数の因子に同

時に反応する項目は，その意味の曖昧さから，以降の

分析から除外した．

これらの，統計的な手法によって抽出された『目標

達成の満足』，『制度に対する満足』，『自己努力』，『節

制』，『存在意識』は，現状の競技運動部員に対して，

経験的にも適合し，運動部員の「職務満足」としての

妥当な因子であるものと えられる．

４)競技レベルの異なる集団間での「職務満足」

因子スコアの反応

表６は，抽出された「職務満足」の５因子をスコア

化し，A部の選手レベル間において比較した結果であ

る．『目標達成の満足』と『存在意識』において差が見

られ，多重比較による選手レベル間の差が明確になっ

た．

『目標達成の満足』と『存在意識』の因子で，一般選

手よりも正選手の方が高いスコアを示した．この結果

から，自己目標やチーム目標を達成しているという満

足，部内における自己の役割を果たしているという満

足や，自分が信頼されている存在であるというような

職務満足に関しては，チームの代表として試合で活躍

するような正選手のほうが一般選手よりも満足してい

ることを示した．このように，競技レベルの違いによっ

て「職務満足」因子の反応は異なり，部員の高い競技

成績や試合での活躍が，集団における自己の役割を果

たすことや周りから信頼されているという自覚につな

がる要因となっている．

また，A部以外の選手レベル別「職務満足」因子ス

コア比較では差が見られなかった．

５)満足度の因子分析

部員の満足度は，表７に示すとおり，杉山らが抽出

した競技スポーツ集団における部員の満足度としての

２因子，「F1：リーダーシップに対する満足度」と

「F2：結果や成果に対する満足度」の同様の因子が抽

出された．

これらのように競技活動に対する総合的な部員の満

足度は，大きく２分されるが，それぞれの満足に対し

て部員の「職務満足」の各因子がどのような規定力を

持つかは，言いかえれば部員の所属満足を「職務満足」

からどのようにコントロールできるかという可能性を

表６ 選手レベル別「職務満足」因子スコア

表７ 満足度の因子構造
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示すものと えられる．

６)部員の満足度と「職務満足」の規定関係

本研究で抽出された「職務満足」因子と，部員の２

つの満足度「リーダーシップに対する満足度」，「結果

に対する満足度」との規定関係を検討するため，「職務

満足」の各５因子を説明変数，満足度を目的変数とし

て重回帰分析を行った．

表８は，部員の「結果に対する満足度」の規定要因

を示したものである．部員の記録及び，成績向上の満

足に影響する「職務満足」因子は，『目標達成の満足』

であった．このことから，勝敗や競技力向上を目的と

する競技運動部員においては，自己目標及び，チーム

目標を達成しているという「職務満足」の度合いが，

自己記録更新，成績向上や体力向上といった部員の最

終的な成果満足につながる有力な要因であることを示

している．

表９は，部員の「リーダーシップに対する満足度」

を規定する因子を示したものである．規定順位の高い

因子から，『制度に対する納得』，『目標達成の満足』，

『節制』となった．これは，部員が部則に納得している

ことや，上下関係がうまくいっているといった人間関

係への満足，そして，自己の目標達成やチームの目標

達成に関する満足が，指導者や指導内容の満足に影響

する大きな要因であることを示した．さらに部員達は，

目標達成につながるトレーニング指導の他に，栄養に

気を配るなどのコンディショニングや，日々の努力を

認めてくれるような監督・コーチの働きかけを求めて

いることを示しているものと えられる．

これらの結果は，特定の職務満足の要因が，特徴的

に部員の総合的な所属満足を規定していることを示す

ものである．すなわち，これらの規定力は，対象集団

に応じて求められる指導者の具体的な働きかけに必要

なウエイトを示し，部の強化・活性化につながる今後

の動機づけの可能性を示しているものと えられる．

Ⅳ ま と め

大学競技運動部員の「職務満足」がどのような構造

で出現し，対象集団においてどのように機能している

かを分析・検討した結果，「職務満足」としての明確な

５因子が抽出された．それらは，『目標達成の満足』『制

度に対する満足』『自己努力』『節制』『存在意識』であっ

た．

また，競技レベルの異なる集団において，「職務満足」

因子スコアの反応が特徴的で，対象集団に応じた「職

務満足」の特質が明確になった．さらに，部員の満足

度に対する「職務満足」因子の規定力のウエイトが明

確になり，部員の全体的な所属満足度に貢献する具体

的な「職務満足」の各要素の機能を明らかにすること

が出来た．部員の動機づけに合理的に生かされる新た

な部のあり方の可能性を示唆し，基本的な科学的な

コーチングとともに，人間活用のための組織マネジメ

ントの重要性を強く示すものであった．
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